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概要

発表有は引在介，I I・ 8 台の質hl:分析~ Iーを維持付則する傍ら、 有機合成化合物から天然，1':j分下に至るまで・l幅広い

他聞のサンフノレの測定を行っている。今回、、jl成22~ ，三度に質 I，（分析計が 2 台叫：入されたことにより測定可能

な幅が広がったのでHPLCをmいた ESI測定（LC-MS）およびMALDI-orbitrap測定をここで紹介する。
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2. LC-MS(separation of protein using non-porous column) 

LC での分~litが難しい化合物としてタンパク質が挙げられる。

タンパク質は 通 常 porouscolumn(C4, CS) lたは

size-exclusion columnで測定を行うが、1)lj-fl＇はどのようなタ

[I 

一、

ンパク1!1でもほぼ閉じretentiontimeで検Illされ、 後押は分

子fl＼；での分／il!f.が可能ではあるが不開発性の胤を使うことか

らMSには向かないこと、.11.Xの替わり有機溶媒を用いること

によるタンパク質の変性が懸念されること、さらには分離能

が低いため分子！止が大きく異ならないタンバク質の分~ll~は

難しい。今凶、ubiquitinsystemの分析を行うために non-porouscolumnを川いたところ、45kDaと53kDa

のタンハク質を分離可能であった。

3.しC-MS(separationof synthetic compounds) 

イ了機作成化合物のなかでジアステレオマーは分子i止が｜日lじであり榊造も類似しているためたとえばシリカゲ

ノレカラムクロマ トグラフィーでの分間Itは非常に困難である。研究室ではこのようなジアステ レオマーを分雌

するために GPC などを使用 し一晩など長時lllJをかけて分~IEを行っている。 今回ジアステレオマーを porous

graphite columnを使川したところわずか10分間で分μ！ffが可能であった。
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リン際化ベフチ ドのリン酸化部位の｜行l定は

MALDJ-TOFで行うことは非常に困難であり、

ETDを川いた ESIによる同定が主流である。

MALDI-orbilrapはMALDトTOfと構造が見な

phosphate group in peptide) 

ることから、イオン化法がMALDIで・あっても

また、リン際化部位の｜同定が可能であった。

マ トリ ッタスを変吏することで jn-sourcc 

decayを行い ETDと！日l織のc-ionの検Illが可能であった。
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